
𝜃 = −30°回転 

𝜃 = −60°回転 𝜃 =  − 90°回転 

cos 𝜃 − sin 𝜃
sin 𝜃 cos 𝜃
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トレーシングペーパー 
に●を写す 

30°元へ戻す 

回転子をベクトル（３，１）にかける 

   𝜃に角度を代入 
    時計方向は－ 
    反時計方向が＋ 
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ベクトル（３，１）に１回、2回及び３回かける 3
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𝑥1 0 0
0 𝑥2 0
0 0 𝑥3

𝑦1 0 0
0 𝑦2 0
0 0 𝑦3

=

𝑥1𝑦1 0 0
0 𝑥2𝑦2 0
0 0 𝑥3𝑦3

 

対角化 

𝐴 = 𝑃Λ𝑃−1 

対角行列 

𝐴𝑛 = 𝑃Λ𝑃−1 ∙ 𝑃Λ𝑃−1 ∙ 𝑃Λ𝑃−1 ∙ 𝑃Λ𝑃−1 ∙∙∙∙∙∙ 𝑃Λ𝑃−1 
      = 𝑃Λ𝑛 𝑃−1 

Λ =
𝜆1 0
0 𝜆2

 

Λ𝑛 =
𝜆1

2 0

0 𝜆2
2  

λ：固有値 
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固有値 

１回 回転 

2回 回転 

3回 回転 
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固有ベクトル 

固有値 

𝑎 𝑏
𝑐 𝑑

𝑥
𝑥

= 𝜆
𝑥
𝑦  

１ 
3+𝑖

2
＝１ 

固有値の絶対値（大きさ）は１ 

もう一つの固有値の絶対値も１ 

3−𝑖

2
＝１ 

この行列は固有ベクトルを
－30°回転 

𝜆1 

𝜆2 



2 0
0 2

𝑥
𝑦 =

2 × 𝑥 + 0 × 𝑦
0 × 𝑥 + 2 × 𝑦

 

行列×ベクトル ＝ ベクトル 

𝒙
𝒚 には青枠の中の座標を入れます 

例えばこの点は、
𝟏𝟎
𝟏𝟎

です 

 

行列
𝟐 𝟎
𝟎 𝟐

を掛けて得られた 

ベクトルの終点の座標は
𝟐𝟎
𝟐𝟎

です 

行列
𝟐 𝟎
𝟎 𝟐

を掛けると青枠から 

緑枠のように２倍に拡がります 

行列のイメージ （再掲） 
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固有ベクトル 

固有値 


